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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本ボイラ協会（JBA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規

格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産業規

格である。これによって，JIS B 8222:1993 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格に従うことは，次の者の有する特許権等の使用に該当するおそれがあるので，留意する。 

－ 氏名：三浦工業株式会社 

－ 住所：愛媛県松山市堀江町 7 番地 

－ 登録番号：特許第 6798249 号 

－ 名称：潜熱回収ボイラのボイラ効率計算方法 

上記の特許権等の権利者は，非差別的かつ合理的な条件でいかなる者に対しても当該特許権等の実施の

許諾等をする意思のあることを表明している。ただし，この規格に関連する他の特許権等の権利者に対し

ては，同様の条件でその実施が許諾されることを条件としている。 

この規格に従うことが，必ずしも，特許権の無償公開を意味するものではないことに注意する必要があ

る。 

この規格の一部が，上記に示す以外の特許権等に抵触する可能性がある。経済産業大臣及び日本産業標

準調査会は，このような特許権等に関わる確認について，責任はもたない。 

なお，ここで“特許権等”とは，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権をいう。 

この規格の一部の図で † マークの付いているものは，一般社団法人日本ボイラ協会が，米国ボイラー

製造者協会（American Boiler Manufacturers Association）が著作権を有する情報から引用・翻訳したもので

あり，同協会の文書による承諾を得ている。ABMA は，文法上の誤り及び文脈から外れて引用されたこ

とによって規格を解釈する上で生じた矛盾については一切責任を負わない。ABMA から事前に文書によ

る承諾を得ない限り，これら資料の複製又は転記をしてはならない。 

Japan Boiler Association excerpted and translated the figures marked with † in this standard from information 

copyrighted by ABMA with the written consent of ABMA. ABMA takes no responsibility for any syntax errors and 

conflicts in understanding that arise from the standard being referenced out of context. No further copies can be 

made or posting without the prior written consent of ABMA. 
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日本産業規格          JIS 
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陸用ボイラの熱勘定方式 

Heat balance of land boilers 

 

1 適用範囲 

この規格は，固体，液体及び気体燃料を使用する陸用ボイラの試験における一般的な熱勘定方式につい

て規定する。 

この規格は，一般の陸用ボイラを対象とし，受渡当事者間の一般的な受渡試験における熱勘定方式を規

定する。ただし，簡単なボイラの場合又は日常の性能試験では，規定事項などを適宜簡略にし，計算も与

えられた概算式を使用するなどしてこの規格を準用することが可能である。 

廃熱ボイラなどの特殊なボイラ及び特殊な燃料の場合には，受渡当事者間の協定による方法を用いるこ

とが可能である。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 0126 火力発電用語－ボイラ及び附属装置 

JIS B 8201 陸用鋼製ボイラ－構造 

JIS B 8203 鋳鉄ボイラ－構造 

JIS K 0095 排ガス試料採取方法 

JIS K 2249（規格群）原油及び石油製品－密度の求め方 

JIS K 2251 原油及び石油製品－試料採取方法 

JIS K 2270（規格群）原油及び石油製品－残留炭素分の求め方 

JIS K 2272 原油及び石油製品－灰分及び硫酸灰分試験方法 

JIS K 2275（規格群）原油及び石油製品－水分の求め方 

JIS K 2279 原油及び石油製品－発熱量試験方法及び計算による推定方法 

JIS K 2301 燃料ガス及び天然ガス－分析・試験方法 

JIS K 2541（規格群）原油及び石油製品－硫黄分試験方法 

JIS M 8801 石炭類－試験方法 

JIS M 8810 石炭類及びコークス類－サンプリング，分析並びに試験方法の通則 

JIS M 8811 石炭類及びコークス類－サンプリング及び試料調製方法 

JIS M 8812 石炭類及びコークス類－工業分析方法 


